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独立行政法人国立印刷局
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本
号
で
公
布
さ
れ
た

法
令
の
あ
ら
ま
し

目

次

平成™œ年˜™月›日 水曜日 (号外第™�š号)官 報 (™分冊の˜)
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a

国
家
安
全
保
障
に
関
す
る
外
交
政
策
及
び
防
衛
政

策
の
基
本
方
針
等
に
つ
い
て
は
、
議
長
で
あ
る
内
閣

総
理
大
臣
の
ほ
か
、
外
務
大
臣
、
防
衛
大
臣
及
び
内

閣
官
房
長
官
を
議
員
と
し
て
審
議
す
る
も
の
と
し
、

安
全
保
障
会
議
の
必
須
諮
問
事
項
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
議
員
に
よ
り
審
議
す
る

も
の
と
し
、
重
大
緊
急
事
態
へ
の
対
処
に
関
す
る
重

要
事
項
に
関
し
て
は
、
議
長
、
内
閣
官
房
長
官
及
び

事
態
の
種
類
に
応
じ
て
あ
ら
か
じ
め
内
閣
総
理
大
臣

に
よ
り
指
定
さ
れ
た
国
務
大
臣
に
よ
り
審
議
す
る
も

の
と
し
、武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
周
辺
事
態
に
関
し
、

事
態
の
分
析
及
び
評
価
に
つ
い
て
特
に
集
中
し
て
審

議
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
議
長
、

外
務
大
臣
、
防
衛
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
及
び
事
態

の
種
類
に
応
じ
て
あ
ら
か
じ
め
内
閣
総
理
大
臣
に
よ

り
指
定
さ
れ
た
国
務
大
臣
に
よ
っ
て
事
案
に
つ
い
て

審
議
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
と

し
、
こ
れ
ら
の
審
議
に
際
し
て
は
、
議
長
の
判
断
で

他
の
国
務
大
臣
を
、
議
案
を
限
っ
て
、
臨
時
に
会
議

に
参
加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
と

し
、
議
員
が
不
在
の
と
き
は
、
緊
急
の
場
合
そ
の
他

や
む
を
得
な
い
事
由
の
あ
る
場
合
に
限
り
、
そ
の
あ

ら
か
じ
め
指
名
す
る
副
大
臣
が
そ
の
職
務
を
代
行
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

b

内
閣
官
房
長
官
及
び
関
係
行
政
機
関
の
長
は
、
会

議
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
会
議
に
対
し
、
資
料

又
は
情
報
で
あ
っ
て
、
会
議
の
審
議
に
資
す
る
も
の

を
、
適
時
に
提
供
す
る
も
の
と
し
、
こ
の
ほ
か
議
長

の
求
め
に
応
じ
て
、
会
議
に
対
し
、
国
家
安
全
保
障

に
関
す
る
資
料
又
は
情
報
の
提
供
及
び
説
明
そ
の
他

必
要
な
協
力
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
と

し
た
。

c

議
長
及
び
議
員
並
び
に
そ
れ
ら
の
経
験
者
の
ほ

か
、
副
大
臣
と
し
て
職
務
を
代
行
し
た
者
、
関
係
者

と
し
て
会
議
に
出
席
し
た
者
並
び
に
事
態
対
処
専
門

委
員
会
の
委
員
長
及
び
そ
の
経
験
者
は
、
そ
の
職
務

に
関
し
て
知
る
こ
と
の
で
き
た
秘
密
を
他
に
漏
ら
し

て
は
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

d

内
閣
官
房
副
長
官
及
び
国
家
安
全
保
障
に
関
す
る

重
要
政
策
を
担
当
す
る
内
閣
総
理
大
臣
補
佐
官
は
、

会
議
に
出
席
し
、
議
長
の
許
可
を
受
け
て
意
見
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

e

会
議
に
幹
事
を
置
き
、
幹
事
は
内
閣
官
房
及
び
関

係
行
政
機
関
の
職
員
の
う
ち
か
ら
内
閣
総
理
大
臣
が

任
命
す
る
こ
と
と
し
、
幹
事
は
会
議
の
所
掌
事
務
に

つ
い
て
、
議
長
及
び
議
員
を
補
佐
す
る
も
の
と
す
る

こ
と
と
し
た
。

f

会
議
の
事
務
は
、
国
家
安
全
保
障
局
に
お
い
て
処

理
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

２

内
閣
法
の
改
正
（
第
二
条
関
係
）

^

内
閣
官
房
に
国
家
安
全
保
障
局
を
置
く
も
の
と

し
、
国
家
安
全
保
障
局
は
、
内
閣
官
房
の
事
務
の
う

ち
国
家
安
全
保
障
に
関
す
る
外
交
政
策
及
び
防
衛
政

策
の
基
本
方
針
並
び
に
こ
れ
ら
の
政
策
に
関
す
る
重

要
事
項
に
関
す
る
も
の
、
会
議
の
事
務
、
会
議
に
提

供
さ
れ
た
資
料
又
は
情
報
等
を
総
合
し
て
整
理
す
る

事
務
を
つ
か
さ
ど
る
も
の
と
し
、
国
家
安
全
保
障
局

に
国
家
安
全
保
障
局
長
等
を
置
く
も
の
と
す
る
こ
と

と
し
た
。

_

内
閣
官
房
に
少
な
く
と
も
一
名
の
内
閣
総
理
大
臣

補
佐
官
を
置
く
こ
と
と
し
、
内
閣
総
理
大
臣
は
内
閣

総
理
大
臣
補
佐
官
の
中
か
ら
、
国
家
安
全
保
障
に
関

す
る
重
要
政
策
を
担
当
す
る
者
を
指
定
す
る
も
の
と

す
る
こ
と
と
し
た
。

〔
法

律
〕

〇
安
全
保
障
会
議
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
八
九
）

M

〇
公
立
高
等
学
校
に
係
る
授
業
料
の
不
徴
収

及
び
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
九
〇
）

N

〇
裁
判
官
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
法

律
（
九
一
）

O

〇
交
通
政
策
基
本
法
（
九
二
）

P

〔
政

令
〕

〇
交
通
政
策
審
議
会
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
（
三
二
七
）

J
I

〇
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
の
一
部
の
施

行
期
日
を
定
め
る
政
令
（
三
二
八
）

〇
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉

の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
及
び
東
京

電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
の
核
原
料
物
質
、

核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す

る
法
律
の
特
例
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
（
三
二
九
）

〇
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
施
行
令
等
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
（
三
三
〇
）

J
J

〇
安
全
保
障
会
議
設
置
法
施
行
令
を
廃
止
す

る
政
令
（
三
三
一
）

J
K

◇
安
全
保
障
会
議
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
法
律
第
八
九
号
）（
内
閣
官
房
）

１

安
全
保
障
会
議
設
置
法
の
改
正
（
第
一
条
関
係
）

^

題
名
を
国
家
安
全
保
障
会
議
設
置
法
と
す
る
こ
と

と
し
た
。

_

安
全
保
障
会
議
の
名
称
を
国
家
安
全
保
障
会
議

（
以
下
「
会
議
」
と
い
う
。）と
す
る
こ
と
と
し
た
。

`

会
議
は
、
国
家
安
全
保
障
に
関
す
る
外
交
政
策
及

び
防
衛
政
策
の
基
本
方
針
等
の
国
家
安
全
保
障
に
関

す
る
事
項
を
審
議
し
、
必
要
に
応
じ
意
見
を
述
べ
る

も
の
と
し
、
こ
の
う
ち
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前

の
安
全
保
障
会
議
設
置
法
に
お
い
て
内
閣
総
理
大
臣

が
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
た

事
項
（
以
下
「
安
全
保
障
会
議
の
必
須
諮
問
事
項
」

と
い
う
。）に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
こ
れ
ま
で
と
同

様
の
取
扱
い
と
す
る
も
の
と
し
、
武
力
攻
撃
事
態
等

そ
の
他
の
事
態
に
関
し
、
特
に
緊
急
に
対
処
す
る
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
迅
速
か
つ
適
切
な
対

処
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
措
置
に
つ
い
て
内
閣
総
理

大
臣
に
建
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と

と
し
た
。

特
殊
法
人
等

独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
出
品
預

証
書
紛
失
に
伴
う
証
書
の
無
効
、
厚
生
年

金
基
金
変
更
・
解
散
・
清
算
人
就
任
、
日

本
弁
護
士
連
合
会
裁
決
・
懲
戒
の
処
分
関

係

Q
P

地
方
公
共
団
体

行
旅
死
亡
人
関
係

会
社
そ
の
他

Q
Q

会
社
決
算
公
告

R
K

〔
告

示
〕

〇
政
府
資
金
調
達
事
務
取
扱
規
則
第
五
条
第

十
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
発
行
し
た
政
府

短
期
証
券
の
発
行
条
件
等
を
告
示

（
財
務
三
七
五
〜
三
七
八
、
三
八
一
、
三

八
二
）

J
K

〇
国
債
の
発
行
等
に
関
す
る
省
令
第
五
条
第

十
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
発
行
し
た
割
引

短
期
国
債
の
発
行
条
件
等
を
告
示

（
同
三
七
九
）

J
M

〇
国
債
の
発
行
等
に
関
す
る
省
令
第
七
条
第

三
項
の
規
定
に
基
づ
き
発
行
し
た
割
引
短

期
国
債
の
発
行
条
件
等
を
告
示

（
同
三
八
〇
）

J
N

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

平
成
二
十
五
年
度
第
二
・
四
半
期
予
算
使
用

の
状
況
（
内
閣
）

J
O

平
成
二
十
五
年
度
第
二
・
四
半
期
国
庫
の
状

況
（
同
）

O
N

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

破
産
、
免
責
関
係

P
K

˜
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